
1クールの日数 放射線治療

14日 ■なし　□あり

投与日

day1 カロナール錠500mg、レスタミン錠50mg
バベンチオ点滴開始30分前までに内服。

① 生食50mL（プライミング用）
② バベンチオ10mg/kg＋生食250mL

点滴開始30分前までにカロナール錠500mgとレスタミン錠50mg内服。
0.2μmのインラインフィルター使用。
調製後4時間以内に投与完了。

③ 生食50mL（フラッシュ）

進行尿路上皮がんに対する一次化学療法の維持療法として有効性が示されている注射薬による治療法です。臨床試験
により、プラチナ製剤を含む化学療法後に病勢進行がみられなかった局所進行または転移性の尿路上皮がんが適応と
なり、有意な全生存期間の延長が認められた最初の免疫療法による維持療法です。ただし、一定の副作用の出現も認め
られ、必要に応じて休薬や中止が必要となります。薬剤の特性を理解いただくために、開始に際して数日程度、入院をし
ていただくこともあります。

プロトコール名

尿路上皮癌 アベルマブ維持療法

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

バベンチオ点滴開始30分前までにカロナール錠500mgとレスタミン錠50mg内服。

プロトコールに関する解説
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